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m . "|~ TECHNOLOGY 


取扱説明書 


ご使用の前に必ずお読みください。 


ヤマ八製品をお買い上げいたださまして、まことに 
あ0びとラございます。 

■ 本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永 
年支障なくお使いいただ<ために、ご使用前にこ 
の取扱説明書と保証書をよ < お読み < ださい。 
お読みになったあとは、な証書と共に大切にな管 
し、必要に庇じてご利用ください。 

■保証書は、「お買上げ曰、販売店名」などの記入を 
おず確かめ、販売店からお受け取りください。 


保話書別添付 










安全上のご注意 

L ご使用の麵こ、必ずこの r 安全上のごま意」をょくお読みくださし、 


ここに示したま意事項は、製品をを全に正しくご使用いただき、お客様や他のち々へのち害や財産への損害を 
未然に防止ずるためのちのです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用されるちびいつでも見られる所に必ず保管してください。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあ0ます。 


/K 瓜 

「ごま意ください」というま意晦起を示しまず。 

0®®( D ® 

「〜しないでください」という r 禁止」を示しまず。 

〇を 

r 必ず実行してくだごい」という強制をおしまず。 


■ 「警告」と「注意」について 


下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大ささと切迫の程度を明示するために、 
r 警告」と「を意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


この表示の欄は、「死こする 
可能性または重傷を負5可 
能性び想定される」内容でず。 


この表示の欄は、「傷害を負 
A 三ラ可能性または物的損害が 
/'\ /エ/音、発をずる巧能肋守庶:される」 
内容でず。 


A 警告 


電源/電源コード 


を 

プラグを巧ぐ 


下記の場合には、ずぐに電源を切り、電源プラグを 
コンセントから巧く。 

♦ 異常なにおいや音がする。 • 異常に高ミ届になる。 
♦内部に水や異物が混入した。♦煙が出る。 

そのまま使用すると、火がや感電の原因になります。 


電源コードを傷つけない。 
f XI 参重いらのを上に載せない。 

V ゾ ♦ ステープルで止めない。 • 加工をしない。 

禁止 ♦ 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

お線びむき出しのまま使巧すると、火がや感電の原因に 
なります。 


〇 必ず AC 100 V (已 0/60 HZ ) の電源電圧で使用ずる。 

それ政がの電源電圧で使用すると、火がや感電の原因に 
なります。 

化ず実行 


分解禁止 

分解禁止 

分辭-改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

火がや感電の原因になります。 

修理-調整は販売店にご依頼<ださい。 

設置 

戀 

水めれ禁止 

本機を下記の場所には設置しない。 

♦ 浴室*台巧- ミ 毎岸*水辺 
♦ 加湿器を過度にきかせた部屋 
♦雨や雪、水がかかるところ 

水の混入により、火がや感電の原因になります。 


禁止 


巧熱のため本機を設置ずる際には： 

♦ 布やテープルク□スをかけない。 

♦ じゅうたん-カーべットの上には設置しない。 
♦ 仰向けや横倒しには設置しない。 

♦ 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

本機の内部に熱びこちり、火災の原因になります。 
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ま全上のごま意 


〇 

おず実行 

スピーカーケーブルは必ず壁などに固定ずる。 

ケースレに足や手を引っかけるとスピーカーび落下や転 
倒し、故障やけびの原因とな 0 ます。 

使用上のを意 


本機の通風孔やサブウーファーのポート(ち側面開口 
部）等にものを入れたり、落としたりしない。 

乂災や感電の原因にな 0 ます。 

〇 

おず実行 

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず 

P ぶ売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使巧すると、火災や感電の原因になります。 

/ 

V 

A 


電源/電源コード 

プラグを巧く 

長期間使用しないとさは、がず電源プラグをコンセ 
ントから巧く。 

火がや感電の原因になります。 

(!) 

めれた手で電源プラグを抜き差ししない。 

感電の原因になります。 

めれ手禁止 


を 

電源プラグを巧くとさは、電源コードをひっぱら 
ない。 

コードび傷つさ、火がや感電の原因になります。 

〇 

おず実行 

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し 
込む。 

差し込みび不充分のまま使巧すると感電したり、プラグ 
にほこりび堆積して発熱や火災の原因になります。 


電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコンセ 
ントは使用しない。 

感電や発熱および乂がの原因になります。 


接軸禁止 


雷が鳴りはじめたら、電源プラグには細れない。 

感電の原因になります。 


本機の上には、花瓶.植木鉢•コップ-化粧品. 

I XI 薬品•□ウソクなどを置かない。 

V V 水や異物び中に入ると、火がや感電の原因になります。 
禁止 接觸面び経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因 

になります。 


手入れ 


〇 

必ず実行 


電源プラグのコ ’ S やほこりは、定期的にとり除く。 

ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグびショー 
卜して火災や感電の原因になります。 


設置 


〇 


不を定な場所や振動ずる場巧には設置しない。 

本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 


禁11 


〇 


禁 II 


直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる 
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。 

本機の外装び変あしたり内部回路に悪影響び生じて、 
火災の原因になります。 




ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこりの堆積によりショートして、火がや感電の原因に 
なります。 


禁11 


移動 


を 

プラグを巧く 


移動をずるときには電源スイッチを切り、すべての 
接続をがず。 

接続機器び落下や転倒して、けがの原因になります。 
コードび傷つさ、火災や感電の原因になります。 


Q 


禁止 


持ち運ぶとさにはポート（ち側面開口部）に手をか 
けない。 

ポートびはずれたり、本機を落としたりして、けびの原 
因となることびあります。 
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電源を入れる前や、再生を始める前には、音量 
(ボリューム)を最小にずる。 

突然大さな音び出て、聴覚障害の原因になります。 

おず実行 

Q 音び歪んだ状態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因になります。 

禁止 

Q ポート（ち側面開□部）には手を入れない。 

感電やけびの原因となることびあります。 

禁止 

Q ポート(ち側面開口部）のそばには割れやずいちのな 
どを置かない。 

ポートからの空気圧によ0倒れたり落ちたりして、けび 
禁止 の原因となることびあります。 

Q 本機に乗ったり、寄りかかったりしない。 

転倒■落下したり破損したりして、けびの原因となるこ 
とびあります。 

禁止 


A 接続ずる場合は、各機器の取巧説明書をよぐ読み、 
アンプの電源を切り、説明にがって接続してくださ 

ま意 

手入れ 

〇 手入れをずるときには、必ず電源プラグを巧く。 

感電の原因になります。 

必ず実行 

Q 薬物厳禁 

ベンジン-シンナ ー• 合成洗剤等でが装をふかない。 
また接点復活剤を使用しない。 

禁止 外装び傷んだり、部品び溶解することびあります。 

A 年に一度くらいは内部の掃除を販売店にご依頼くだ 
乳、。 

ほこりびたまったまま使巧を続けると、火災や故障の原 
胃 因となることびあります。 
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ヤ7八ホットライン 

ヴービスネットワーク . 裏表紙 


参豊かな重ほ音を再生する、アドバンスド•ヤマ A • 
アクティブ-サーボ-テクノ□ジー n 搭載 

参2種類の入力端テを装備 

本機はアンプのサブウーファー出力端子、または 
スピーカー出力端子のどちらにでち接続び可能 
なので、組み合わせるオーディオシステムを選び 
ません。 

参各種設定により常に最良の重ほ音を再生 

H に H CUT ツマミと位相スイッチの設定により、 
本機と組み合わせて使用するスピーカーの間の 
音質バランスを適切になち、自然な音のつなびり 
を確保することびでをます。 

参本機の電源を自動でオン/スタンバイ 

オートスタンバイ/感度スイッチの設定により、 
アンプから信号び出ているかいないかを判別し、 
自動で電源のオン/スタンバイを切り替えます。 
電源スイッチを押す手間び省けます。 

• ソースに適したほ音を再生 

ソースのタイプに適した化音再生を選択でをる 

B . A . S . S . モードスイッチを装備しています。 

• スムーズな重ほ音を再生ずるリニアポート搭載 

ヤマ八独自のポート形状を採用し、本来の入力信 
号に含まれない不要なノイズを最ル限に抑えま 
す。 


U □ 旧 ass 

TECHNOLOGY 

QD ベーステクノ□ジー 

QD (キューデイー)ベーステクノ□ジーは、低 
音エネルギーを4水平方向に効率よ<放射するヤ 
マ八独自のテクノ□ジーです。 


5 
























付属品の確認 ■ 本機の置をかた 


付属品びすべてそろっているか、確認してください。 



ヴブウーファー用ピンケースレ（已 m X 1本） 



滑止パッド （ 1セット） 


滑止パッドの取り付け 




滑止パッドは、下図のよラに本機底面のコーナーに 
取口付けます。振動により本機び滑るのを防ざます。 
本機のま定性び高まることで、より高い音質をお楽 
しみいただけます。 



frg 就 

定在波の 影響で 低 
音び聞こえに<い 
ことびありまず。 


( こ〕： サブウーファー、 [ I :フ□ントスピーカー) 

音楽信号の超ほ音成分は、波長び長いため、人間の 
耳ではあま D ち向感覚びな<、無指向性に近い特性 
になります。したびって超ほ音域ではステレオ感も 
なくなるため、ヴブウーファーび！台でち超ほ音再 
生の効果を得られます。フロントスピーカーと同じ 
ように、 L ■ R 2 台設置することにより、さらに 豊 
かな音場再生び可能になります。 

サブウーファー1台の場合 

フロントスピーカーの左ちどちらかの外側に設置し 
ます。（図回） 

サブウーファー2台の場合 

左ちフロントスピーカーのそれぞれが側に設置しま 
す。（図回） 

セッティング時の向をについて 

図 ◎ のよラに正面に向けてセッティングすると、壁で反 
射した音びスピーカーから出てさた音とぶつか0、巧ち消 
し合ってしまい聞こえにくいことびあります。これは部屋 
の中にできる定在波の影響です。これを避けるためには、 
斜めにセツトすると効果的です。（図囚、回） 
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各部のち茄とはた 6 き 




OB.A.S.S. モードスイッチ 

n U 

MOVIE MUSIC 

再生するソースによってお好みのほ域特性を選択し 
ます。 「MUS に」モードは音楽ソースを聰くとをに、 
「MOVIE」 モードは映画など、迫力のある音を楽し 
むとをに選びます。 （P.1 已参照） 

©H に HCUT 周波数ツマ S 

カットする高域の周波数を調節するツマ5です。組 
み合わせるスピーカーや好みに合わせて調節しま 
す。 

HIGH CUT 


©インジケーター 

ON —点な（緑）：本体びオンの状態 

点灯（赤）：オートスタンバイ機能びはた 
らいて、スタンバイになってい 
る状態 

STANDBY— 消な：スタンバイ状態 

@ VOlJ 心 E ッマミ 

本機の音量を調節するツマ5です。ちに回すと大を 
くなり、左に回すとルさくなります。 

@ま電源スイッチ 

通常は「入」の状態で使用してください。長時間使 
用しない場合は「切」にしてください。 


1目盛りは lOHz 
を表しまず。 



@ STANDBY/ON スイッチ 

主電源スイッチび「入」の状態でスイッチを押すと、 
インジケーターび緑色に点灯し、電源び入ります。ス 
イッチをもラー度押すと、インジケーターび消灯し、 
スタンバイ状態になります。 


スタンバイ状態では、微量の電力を使用していま 
す。 


©出力（スピーカへ）端モ 

メインスピーカーを接続する端子です。入力端子に 
入力された信号をそのまま出力します。 

( "接続のしかた" P. 12参照） 

©入力1(アンプより）端子 

アンプのスピーカー出力の信号を入力する端子で 
す。 

( "接続のしかた" P .1 1〜 P.1 2参照） 
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各部の名称とはた 5 を 


@入力2端子 

アンプのサブウーファー端子またはアンプのライン 
出力端モ (PRE OUT など）からの信号を入力する端 
テです。 

( "接続のしかた’’ P.9 〜 P.10 参照） 

⑩入力端子（入力 3) 

ここから入力した信号には、八イカット周波数ツマ 
ミ（@)の効果はかかりません。 （P. 10、 P. 1已参照) 

©オートスタンバイ/感度スイッチ 

オートスタンバイ機能の入/切および感度を切り替 
えます。オートスタンバイ機能させる場合は、「化」 
または「高」にします。 （P. 14参照） 

オートスタンバイ機能を使用しないときは、スイッ 
チを「切」のままにします。 

* 才ートスタンバイ/感度スイッチの切り替えは、 
STANDBY/ON スイッチを押して、本機をスタ 
ンバイ状態にしてからおこなってください。 

® 位相スイッチ 

通常は「逆」側に設定しますび、組み合わせるスピー 
カーや設置場所によっては、「正」側の方びよ D 良好 
なほ音域を再生する場合びあります。試聴を繰0返 
して、最ち好ましい低音域再生になるちを選んで< 
ださい。 （P.1 已参照） 
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接続のしかた 


接続のしかたには;欠の2とおりびあります。 

ロアンプにサブウーファー出力端子びある場合 ( P .9) 

回アンプにサブウーファー出力端子がない場合 ( P .11) 

参ずべての接続が完了ずるまで、電源コードをコンセントに接続しないでください。 

• 接続ずる機器（アンプ、レシーパーなど）によっては接続方まや端モ名が本書の説明と異なることがありまずので、そ 
れぞれの機器の取扱説明書ちあわせてご覧ください。 

• 端テの左、ち （ L 、 R ) や極性 （ +、 一) を確認して接続してください。極性を間違えて接続した場合、不自がな再生音 
になるばかりでな<、故障の原因となりまずのでを意して<ださい。 


のアンプにサブウーファー出力端子びある場合 


♦付属のサブウーファー用ピンケーブルまたは巿版のピンケーブルを使用して、アンプのサブウーファー出 
力端子か5本機背面の入力2左/モノ端子へ接続ずる。 

• アンプのサブウーファー出力端子が2チャンネル (L/R) の場合は、アンプの L 端子を本機の入力2左/モ 
ノ端子へ、アンプの R 端テを本機の入力2ち端子に接続する。 

本機の入力吕左/モノ端モおよびち端テに入力した信号は、出力（スピーカへ）端モか5は出力でをません。 

■ 本機を1台使巧ずる場合 
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接続のしかた 


■ 本機を左ちに2台使用ずる場合 



家庭用 AC コンセントへ家庭用 AC コンセントへ 


■ LFE (入力 3) 端子を接続ずる 

使用しているアンプ（またはレシーバーなど）び、サフウーファー出力用 
に、信号の高域周波数をカットする機能を備えている場合は、 LFE (入力 
3) 側に接続してください。 

本機の H に H CUT 回路びパスされて、信号系統び短くなり、より優れた音 
質び得られます。アンプのヴブウーファー端子び！チャンネルの場合は、 
LFE/ 入力3の左端テのみ接続して<ださい。ち端子へ接続しな<てち使用 
でをます。 
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接続のしかた 


回アンプにサブウーファー出力端子びない場合 


アンプにスピーカー出力端子び2巧統 （ A と B ) あ日、2系統 （ A と巳）か6同時出力び可能な場合 

参スピーカーケーブルを使用して、アンプのスピーカー出力端テを本機の入力1(アンプより）端子に接続 
しまず。フ□ントスピーカーは、ちラー方のスピーカー出力端子に接続ずる。 

• アンプ側で、スピーカー出力端子2系統か S 同時出力ずるように設定ずる。 


アンプに スピーカー 出力端子が 吕 系統あっても、 吕 系統か6同時出力できない場合は、「アンプに スピーカー 出力端子が 
1系統だけある場合 J ( P .1 吕） の方法で接続してください。 


■本機を1台使用ずる場合 


フロン賺-力- 


本機 


フロン感-力- 



■ 本機を左ちに2台使用ずる場合 


フロン 谅ピ- 力- 


フロン感 一¬ 



り 





















































































































接続のしかた 


アンプにスピーカー出力端テび1巧統だけの場合 

スピーカーケーブルを使用して、本機の入力1(アンプより）端子をアンプのスピーカー出力端子に接続しま 
す。フロントスピーカーは、本機の出力（スピーカへ）端子に接続します。 

* フロントスピーカーは本機を経由しての接続となりますび、音量、音質に影響は与えません。 


■ 本機を1台使用する場合 


フロン谅ピ- 力- 


フロン 感-力- 



■ 本機を左ちに2台使用ずる場合 


フロン谅 ビー- 


フロン感夺 


圆 
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家庭用 AC コンセントへ スピーカー出力端子 


家庭用 AC コンセントへ 
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屬 




■ 接続ずる前に 

スピーカーケーフル先端の絶縁部 （ ビニール）をよじ 
りなびら 10mm くらい引を抜さ、な線びバラけて 
ショートしないよラにします。 


〇 


(S) 


X 


■ 接続手順 

1図のように、端子を左に回してゆるめます。 

2 スピーカーケーブルをスピーカー端子の穴に差 
し込みます。 

3 端子をちに回して締めつけます。 

4 スピーカーケーブルを軽く引っ張り、確実に接続 
されているか確認します。 



■ バナナプラグを接続ずる場合 

1 端子を強<締めます。 

2 バナナプラグを端テ先端の巧に差し込みます。 



♦ スピーカーケーブルはプラス （+ ) とマイナス（一）を 
間違えないように接続してください。 

♦ スピーカーケーブルはプラス （+ ) とマイナス（一）が 
ショート（接細）しないよラに、しっかりと差し込んで 
ください。しっかり差し込まれていないと、音がでな 
かったり、雑音が出たり、スピーカーをいためる原因と 
な0まず。 

♦ スピーカーケーブルは芯線部分だけを端子の巧に接続 
しまず。ケーブルの絶縁部分 （ ビニール）まで差し込む 
と音は出ません。 

♦ スピーカーケーブルは手や足に引っかけないよラ、壁や 
床などに固定してください。 


電源プラグの接続は、本機とその他の機器の接続び 
ずべて完了してか S おこないまず。 

電源プラグは AC 100 V,己日/目日 Hz の家庭用コン 
セントに接続してください。 

接続するとさの電源プラグの向さ（極性）によって音 
が変わることがあります。お好みの向をで接続して 
<ださい。 


AC100V 
已 0/60HZ 


電源プラグの接続 


接続のしかた 


入力！ /出力端子へのスピーカー 
ケーブルのつなざかた 
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ートスタンバイ機能 


オートスタンバイ機能は、使巧中にアンプからの信 
号がなくなると自動的に本機を才ートスタンバイ状 
態にし、再びアンプからの信号を検出すると自動的 
に本機の電源を入れる機能です。 

オートスタンバイ機能は、オートスタンバイ/感度 
スイッチが「低」または「高」の位置のとさ、下記 
のよラにはたらさます。（通常は「低」の位置にしま 
す。） 


♦ スタンパイ状態のとき、本機は微量なび5電力を消費し 
ていまず。長期間本機を使用しない場合は、本機背面の 
主電源スイッチを r 切 J に設定ずるか、または電源ブラ 
グをコンセントか5巧さ、本機の電源を完全にオフにし 
てぐださい。 

• オートスタンバイ/感度スイッチを切り曾えるときは、 
STANDBY / ON スイッチを押して、本機をスタンバイ 
状態にしてか6おこなってください。 


アンプからの入力信号 *1 がない状態が7〜8分で 
続くと、自動的に電源が切れ、スタンバイ状態に 
なります。 

* インジケーターが緑から赤に変わります。 



再びアンプからの入力信号を受けると、自動的 
に電源が入ります。 

(オートパワーオン） 

* インジケーターが赤から緑に変わります。 


^才ートスタンバイ機能が感知できる入力信号は、 
200 Hz し i (下の低音成分（アクション映画の爆発 
音、ベース、バスドラムの音など）です。 

で使用する環境によっては、周辺機器からのノイズ 
などの影響を受け、切り替わるまでの時間が変動 
することがあ0ます。 

:、お'- ヒント 

♦ 才ートスタンバイ機能は STANDBY / ON スイッチが 
「 ON 」 の状態になっているとをに機能しまず。 

♦ オートスタンバイ機能は、ある一定レベルの信号の有無 
により動作しまず。通常、オートスタンバイ/感度ス 
イッチは「借」の位置で使用しまずび、電源の入/切が 
切り替わりにくい場合は、「高」に切り曾えまず。「高」 
にしても改善されない場合は、アンプ側の出カレベル 
(LFE LEVEL ) を少し上げまず。 

♦ 使用ずる環境によっては周辺機器か5ノイズなどの影 
響を受け、才ートスタンパイ機能がアンプか5の入力信 
号を感知しなくても機能ずることがありまず。そのよラ 
なとをは、オートスタンバイ/感度スイッチを「切 J に 
して、 STANDBY / ON スイッチで入/切してください。 
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音量バランスの調節 


効果的なほ音域再生をするためには、組み合わせるスピーカー（フ□ント）と本機の音び自然につなびるよ5 
に音量バランスを調節する必要びあります。下記の手順に従って調節して<ださい。 



1 本機の音量 (VOLUME) を最ル （0) にします。 

2 本機を除くさ機器の電源を入れます。 

3 本機の主電源スイッチび「入」になっていること 
を確認してから STANDBY/ON スイッチを押し 
て本機の電源を入れます。 

* インジケーターび緑色に点打します。 

4 化音を含んでいるソースを再生し、フロントス 
ピーカーの音量をアンプで調節します。 

通常お聴をになる音量にします。 

( Iンコントロールなどは、 一旦 フラットにし 
て < ださい。） 

5 H に H CUT ツマ5で、カットする周波数を調節し 
9 〇 

フロントスピーカーの最化再生周波数（再生可 
能な最ちほい周波数）のやや高めに合わせて 
<ださい。 

* フ□ントスピーカーの最低再生周波数は、 
そのスピーカーの取扱説明書で調べて < だ 
さい。 

6 本機の音量 (VOLUME) を徐々に上げていき、フロ 
ント スピーカーとの 音量バランスをとります。本 
機びないとをよりち若干な音び聴こえるくらい 
にします。 

7 自然な(好みの)位巧となるよラに本機 U アパネル 
の位巧スイッチを切り替えます。 

8 再生するソースに合わせて映画 「MOVE」 か 
音楽 「MUS に」に設定します。 

MOVIE : 

映画等のソースにて、より迫力のある再生音を楽 
しむために効果音を補強する機能です。（よ D 厚 
く深い音になります。） 

MUSIC : 

通常の音楽ソースにて、不必要なほ音域をカット 
し、よ D ク U アな音質を楽しむための機能です。 
(置やかで、よりメロデイーラインびくつをりと 
した音になります。） 


一度バランス調節をした後は、アンプ側の音量調 
節だけで、全体の音量調節びでをます。ただし、 
フロントスピーカーをかえた場合は、ちラー度こ 
の調節を行ってください。 


位相スイッチについて 

位ネ目スイッチは、フロント スピーカーに 巧して、 
本機を正巧（正）につなぐか逆巧（逆）につなぐか 
を切り替えるスイッチです。 

切 D 替えることによって、音の雰囲気び変わるこ 
とびあります。あくまでち聴感的ですび、正巧で 
つなぐか逆巧につなぐかによって、化音ばかりで 
なく、全帯域にわたって音のあびりやしまりび変 
化し、音場感に影響を与えます。フロントスピー 
力 一の種類（密閉型かバスレフ型）や設置状況に 
よって音の拡びりやしまりびそれぞれ異なりま 
すので、セッティングの際に、正巧/逆巧の両方 
を試聴してみて最ち自然な再生音になる方を選 
んで < ださい。 


尉 

アンプの I ンコント□-ル （ BASS , TREBLE など）や 
イコライヴーを最大にして大出力でご使巧になったり、巿 
版のテストディスクなどに入っている吕0 Hz ~已〇 Hz の 
サイン波や特殊な音 （ 電モ楽器、レコードブレーヤーの針 
巧のショック音、ほ音び異常に強調された音など）を連続 
して大出力で入力ずることは、スピーカーの破損の原因と 
なりまずので絶対に巧わないでください。また、低音が異 
常に強調された特殊なディスクでは、本来の音む5^^こ異音 
が発生ずる場合げありまず。これは、スピーカーユニット 
自身の限界を越えた"バタ付走"現まで故障ではありませ 
ん。そのよ5なとさは、音量を下げてご使用ください。 
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音量バランスの調節 


本機の周波数特性と調整例 


カットする周波数、音量、位相の調節は、組み合わせるスピーカーや設置状態、1」スニングポジション、再 
生するソース、音量バランスなどの条件によって異なります。下記は、□径10〜13 cm または20〜2已 
cm のスピーカーシステムと本機を組み合わせた場合の総合周波数特性、そしてそのとをの各ツマ5の調節 
位置の一例です。スピーカーシステムの低域特性は、□径の大ささしツかの要素によってち異なりますので、 
あくまでも参考としてお手持ちのスピーカーシステムとの調節を行ってください。 



■ □径 10 〜 13 cm スピーカー(吕ウェイ型）との組み合わせ例（川 GH CUT 70 Hz に設定) 


HIGH CUT VOLUME 



40Hz 140Hz 


(位相) 

正逆 

〇 〇 

で 
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周波数特性イメージ 


■ □径 20〜2 日 cm スピーカー （2 ウェイ型）との組み合わせ例 （HUGH CUT 已 OHz に設定) 


HIGH CUT VOLUME 



40Hz 140Hz 


(位相) 
正逆 

で 
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周波数特性イメージ* 


実際の周波数特性を厳密に表したをのではありません。 
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アドパジスド ヤ 7 A アクティブ サーボ テクノ□ジー 

ADVANCED YAMAHA ACTIVE SERVO TECHNOLOGY D 


1988年、ヤマノ V は独自の YST (Yamaha Active 
Servo Technology) ち式により良質でパワフルな 
ほ音域の再生を可能にするスピーカーシステムを世 
に送り出しました。この方式はアンプとスピーカー 
をダイレク 卜に近い状態で電気的に接続することで 
アンプの動作を正確にスピーカーに伝え、かつスピ 
一力一の動作をコント□ールでをます。 

この技術は、アンプの負性駆動によりコントロール 
されたスピーカーユニット、そしてスピーカーキャ 
ビネットの容積とポートとの間で起こる空気共振を 
利用したちので、通常のバスレフ方式のスピーカー 
ユニットよりち大をな共振エネルギー（エア ウー 
ファー）を生じさせるため、従来ルさなキャビネッ 
卜では再生でをなかったよラな化音び再生可能にな 
りました。 


ヤマ八び新たに開発した Advanced YST n は、従 
来の YST に数々の改良を加え、アンプとスピーカー 
の駆動をより理想的にコン 卜□ールするものです。 
アンプ側から見たスピーカーのインピーダンスは、 
周波数に応じて複雑に変動します。そこで、従来の 
負性駆動に定電流駆動を併用する新設計回路を開発 
しました。この回路の採用により、従来の Advanced 
YST にくらべ動作びよりま定し、還りのないク U ア 
なな音再生び可能になりました。 



(耳には聴こえない） 
超ほ域のル振幅 
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本機び正常に機能しない場合は、下記の表に従ってチェックしてください。表に記載されていない場合、あ 
るいは問題び解ミ夫しない場合は、電源プラグを巧いて、お買い上げの販売店またはサービス拠点にご相談< 
ださい。 


どんな状態でずか 

ここをチェックして<ださい 

こラずれば 0K でず 

STANDBY/ON スイッチを押してち 
本機の電源が入5ない。 

電源プラグの接続び不完全。 

電源プラグをコンセントにしっかり差し 
込みなおしてください。 

本機の主電源スイッチび「切」になっ 
ている。 

主電源スイッチを「入」にしてください。 

音び出ない。 

本機の VOLUME び最小 （0) になって 
いる。 

VOLUME をちに回して音量を上げてく 
ださい。 

接続が正しくされていない。または接 
続び不完全。 

接続を確認して < ださい。 

低音び出ない、またはルさい。 

接続が正しくされていない。または接 
続び不完全。 

接続を確認して < ださい。 

フェーズ （ 位相）極性の選択び適切で 
ない。 

位相スイッチで極性を切0換えてくださ 
い。 

低音域びかないソースを再生してい 
る。 

低音域び入っているソースを再生してく 
ださい。 

または、 HIGH CUT ツマミをちに回し 
て設定値を上げてください。 

定在波の影響を受けている。 

本機の設置位置を変えてみてください。 

ソースの再生が始まってち自動的に 
電源び入5ない。 

主電源スイッチび「切」になっている。 

を電源スイッチを「入」にしてください。 

STANDBY/ON スイッチび 
「STANDBY」 の状態になっている。 

STAND 目 Y/ 日 N スイッチを rONJ の状 
態にして< ださい。 

オートスタンバイ/感度スイッチび 
「切」になっている。 

オートスタンバイ/感度スイッチを「ほ」 
または「高」にしてください。 

アンプか5の入力信号びルさすざる。 

オートスタンバイ/感度スイッチを「高」 
にしてください。 

アンプ側の設定により低音域の入力 
信号が無い。 

アンプ側の設定を変更する。 

ソースの再生が終わってち自動的に 
スタンバイ状態にならない。 

周辺機器からのノイズの影響を受け 
ている。 

サブウーファーを周辺機器から離して設 
置するか、スピーカーケーブルを置く位 
置を変えてみて <ださい。 

オートスタンバイ/感度スイッチを「切」 
にしてください。 

オートスタンバイ/感度スイッチび 
「切」になっている。 

オートスタンバイ/感度スイッチを「ほ」 
または「高」にしてください。 

オートスタンバイ機能が突然はた5 
さ自動的にスタンバイ状態になって 
しまラ。 

アンプからの入力信号びルさすざる。 

オートスタンバイ/感度スイッチを「高」 
にしてください。 

オートスタンバイ機能が突然はたら 
さ自動的に電源び入ってしまラ。 

周辺機器からのノイズの影響を受け 
ている。 

サブウーファーを周辺機器か5離して設 
置するか、スピーカーケーブルを置く位 
置を変えてみて <ださい。 

オートスタンバイ/感度スイッチを「切」 
にしてください。 

ポートの中に物び入ってしまった。 

故障の原因となるので無巧に物を取 
らなレ。 

販売店またはサービス拠点にご相談<だ 
さい。 
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仕様 


型式. 


.アドバンスド•ヤマノいアクティブ•ヴーボ•テクノ □ジー方式 


スヒーカーユこツ 


2己 cm コーン防磁型 


アンプ出力 （lOOHz、 己0、1曰 o/oTHD)....... 300W 

再生周波数帯域 .20Hz- 160Hz 

電源/電圧 .AC100V、 己 0/60HZ 

消費電力 . 目己 W 

待機時消費電力 . 日.己 W 

寸ミ去（巾畐） X (高さ） X (與;5を） .. . .. . ... 406mm x 445mm x 406mm 

mm .21.0 kg 


仕様および外観は改良のため予告な < 変更することがあ 0 ます。 


本機は fJIS C 61000-3-2J 適合品です。 


JIS C 61000 -3-2 適含品とは、日本工業規格「電磁 
両立性-第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 （ 1 
相当たりの入力電流び20 A 下の機器)」に基づを、商 
用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計•製 
造した製品です。 


圏 

" 胃©1すヶ‘ット T 


音楽を楽しむェチケッ 


楽しい音楽ち時と場所によっては大 
変気になるちのです。隣近所への配 
慮を十分にしましょラ。静かな夜間にはルさな 
音でちよく通り、特に低音は床や壁などを伝わ 
りやすく、思わめところに迷惑をかけてしまい 
ます。適当な音量をむびけ、窓を閉めたり、へッ 
ドホンをご使巧になるのち一つのち法です。音 
楽はみんなで楽しむちの、お互いにむを配り快 
適な生活環境を守りましよラ。 
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ヤマ八ホットラインサービスネットワーク 

ヤス} V ホットラインサービスネットワークは、本機を末をく、安むしてご愛用いただくためのものです。 
ヴービスのご依頼、お問いをわせは、お買い上げ店、またはお近くのヴービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ八 AV 製品の機能や巧り巧いに関するお Pd いをわせ 

■ ヤマ八オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様か5寄せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にして < ださい。 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 

■ AV お客様ご相談センター 

(全国共®) 黨0570 -01-1808 

全国どこか5でも市内通話料をでご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけ < ださい。 

TEL (0 曰 3) 4 巨 0-3409 

于430 -8 巨日 0 静岡県おお市中区中 ミ 尺町 10-1 

受付曰：月〜±曜曰（祝曰およびセンターの休業曰を除く） 

受付時間：1 0:00 〜1吕:〇〇、 13:00 〜 18:00 


ヤマ八 AV 製品の修理、サービスパーツに関するお巧いさわせ 
■ ヤマ八電気音響製品修理受付センター 
(全国共通） ミ& 0570-01-2808 

全国どこからでも市内通話料金でご利巧いただけます。 

携帯電 i ま、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-4830 

FAX (0 曰 3) 4 巨 3-1 127 

受付曰：月〜±曜曰（祝曰およびセンターの休業曰を輸く） 

受付時間：月〜金曜日9:日日〜19:0日±曜日9:日〇〜17:3曰 

修理お持ち込みな口 

受付曰：月〜金曜日（祝日および婢社の休業日を隐く） 

受付時間： 9:00-17:45 

化海道〒日 64-8543 札幌巿中央区南1〇条西1 T 目1 -50 
ヤマ八センター巧 
FAX (0 1 1)512-6109 

首都圏〒1 43-0 日日巨東京都大田区平和島2 了目1 - 1 
京浜トラックターミナル巧] 4号棟 A - 己 F 
FAX (日 3) 己7巨 2-2 12己 

おお 干43己- ocn 目お松市東区和旧町20日 
ヤマ A 術觸田工場巧 
FAX (日己 3)462 -白244 

を古屋干4己4-日日己8名ち匡市中川区玉リ I 町 2 T 目 1-2 
ヤマ A ( ㈱ 名古屋倉庫 3 F 
FAX (日己 2)65 吕-日043 

大阪 〒日目4-日日日2吹田市広芝巧1 0-28 
才ーク江坂ビルディング 2 F 
FAX (日 6)6330-553 己 

九州 干81 2-8508 福岡巿博を区博孰駅前 2 T 目11 -4 

FAX (092)472-2] 37 


* 名称、住所、電話き号、 URL などは変更になる場合びあります。 


• 保証期間 

お買い上げ曰から1年間です。 

♦ 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳しくは保証 
書をご覧ください。 

参保証期間が過ぎているとき 

修理によって製品の機能び維持でさる場合にはご要望によ0有料にて 
修理いたします。 

♦ 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復ずるための料金です。 

技術をの人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等が含まれています。 

部品代 修理に使用した部品巧金です。その他修理に付帯する 

部材等を含む場含ちあります。 

出弓長科 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。 

別途、駐車料ををいただ < 場合びあります。 

♦ 補修用性能部品の最ほ保有期間 

補修巧性能部品の最低なち期間は、製造打ち切り後8年です。補修巧 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

• 製品のげ態は詳しく 

サービスをご依頼されるとさは製品の状態をできるだけ詳しくお知らせ 
ください。また製品の品番、製造番号などをあわせてお知らせください。 
誤品番、製造番号は製品の背面をしくは底面に表示してあります。 

参 スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、エージン 
グの差による音色の違いび出る場合びあります。 

• 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能び劣化する摩耗部品(下記参照)び使 
用されていまず。摩耗部品の劣化の進行度をは使用環境や使用時間 
等によって大きく異なります。 

本機を末永 < を定してご愛用いただくためには、定期的に摩韩部品を 
交換されることをおすずめしまず。 

摩耗部品の交換はおずお買い上げ店、またはヤマ八電気音響製品修 
理受付センターへご相談くださし、。 



摩耗部品の一例 

ボリュームコント□—ル、スイッチ’ u レー類、接続端テ、ランスベルト、 

ピンチ□ーラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


X このぺージは、安全にご使用いただくた创こ AV 製品全般について記載して 
おります。 

75 (年ごほ用の製品の点巧を！ 


こんな癒伏はありませんか？ 

1 J • 電源コード-プラグび異常に熱い。 

\ゾ • ]ヴくさい臭いびずる。 

• 電源コードに深いキズか変おがある。 
愛情点検 • 製品に輔れるとピ U ピリと電気を感じる。 

• 電源を入れてを正常に作動しない。 

♦ その他の異常•故障びある。 



ずぐに使用を中止してください。 


事故防止のため電源プラグをコンセントか5巧き、 

必ず販売店に点検をご依頼 <ださい。 

なお、点検•修理に要する費用は販売店にご相談ください。 
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